
頻度が高い C. albicans，C. glabrata を用いた．
検討にあたり C. albicans の懸濁液（純粋培養に
使用）および，C. albicans と C. glabrata の混
合懸濁液（共培養に使用）を調製した．試料は
義歯床用レジン上に義歯安定剤（クリーム，パ
ウダー，クッション）を塗布したものとした．試
料に各懸濁液を滴下し，37˚C で 1 ～ 12 時間培
養後，C. albicans の付着数ならびに病原性因子
である菌糸の特異的遺伝子発現量を定量した．
結果：C. albicans の付着菌数は，培養短時間
では有意差を認めないものの，2 時間以降では
義歯安定剤上での共培養で有意に多かった．ま
た有意差を認めないものの，レジン上（コント
ロール）での共培養と，義歯安定剤上での純粋
培養では同程度，レジン上での純粋培養では少
ない傾向を示した．

菌糸の特異的遺伝子発現量は，クリーム，パ
ウダー上での 6 時間純粋培養，および，3 時間
共培養で多かった．
まとめ：本研究結果から，義歯安定剤上におけ
るC. albicans とC. glabrata の共存はC. albicans 
の病原性因子の発現を促進させると考えられた．
このことから，C. albicans および C. glabrata 
を有する義歯装着患者は，C. albicans のみを
有する患者と比較し，口腔や義歯の衛生管理に
より留意すべきであることが示唆された．
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の連携によるバリア機構構築メカニズムの
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付着上皮は歯肉溝底部でエナメル質と接着す
ることで物理的な防御作用を担っている．エナ
メル上皮の極性や細胞骨格の機能制御にはセマ
フォリンを介した Rho シグナルが重要な働き
をしており，付着上皮もまた同様の機能を有し

ていることを見いだした．Sema4 Ａ ,4D が T
リンパ球や樹状細胞などの免疫細胞にも発現し
て分化や機能を制御していることが報告されて
いることから，付着上皮のバリア機能構築に免
疫機能が関わっている可能性が考えられ，その
分子機構の解明に取り組んだ．

まず我々が樹立したマウス付着上皮細胞株
（mHAT-JE）において付着上皮マーカー分子
の mRNA 発現解析を行ったところ，接着タン
パクである ODAM および抗菌因子である
Follicular dendritic cell-secreted protein（FDC-
SP）の mRNA 発現が高く，組織における付着
上皮と類似する特徴を有していることが確認さ
れた．mHAT-JE を Porphyromonas gingivalis 
由 来 LPS に て 炎 症 誘 導 を 行 っ た と こ ろ，
ODAM，Claudin4, Occuludin などの細胞接着
分子の mRNA 発現が低下した．マウス骨髄細
胞から分化誘導した樹状細胞（BMDC）と
mHAT-JE の共培養を行ったところ，Sema4A
の mRNA 発 現 上 昇 と と も に Occuludin の
mRNA 発現が回復した．以上の結果から，炎
症環境下において付着上皮がバリア機構を維持
して防御機構を高めるには，樹状細胞を含む免
疫機構が関与していることが明らかとなった．
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緒言：大きな下顎骨欠損には遊離骨皮弁移植が
頻繁に用いられるが，高齢者では全身状態を考
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